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る（Fillmore 1982）。本節では，Kövecses and Radden（1998）を参考に，身体部位詞の意味拡張
の主軸をなすものとして，「行為のフレーム」を設定し，それを基に「目」，「耳」，「鼻」の意味
の拡張について考察する。 
 2.1．action ICMに基づくメトニミー 
 　Kövecses and Radden（1998: 39）は，メトニミーの伝統的定義に対するLakoff and Johnson（1980），








 　ここで，本稿で参考にするaction ICMとperception ICMについて紹介する 3） 。Kövecses and 





 （1） a.  INSTRUMENT FOR ACTION ( to  shampoo one’s hair ) 
 b.  AGENT FOR ACTION ( to  author a book ) 
 c.  ACTION FOR AGENT ( snitch ) 
 d.  OBJECT INVOLVED IN AN ACTION FOR THE ACTION ( to  blanket the bed ) 
 e.  ACTION FOR OBJECT INVOLVED IN THE ACTION ( Give me one  bite ) 
 f.  RESULT FOR ACTION ( a screw-up ) 
 g.  ACTION FOR RESULT ( a deep  cut ) 
 h.  MEANS FOR ACTION ( He  sneezed the tissue off the table ) 
 i.  MANNER OF ACTION FOR THE ACTION ( She  tiptoed to her bed ) 
 j.  TIME PERIOD OF ACTION FOR THE ACTION ( to  summer in Paris ) 
 k.  DESTINATION FOR MOTION ( to  porch the newspaper ) 
 l.  TIME OF MOTION FOR AN ENTITY INVOLVED IN THE MOTION ( The  8:40 
just arrived. ) 
行為のフレームに基づく「目」，「耳」，「鼻」の意味拡張
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 これらは全て，action ICMにおける参与者，つまり，同一の ICMの部分同士の関係において成り
立つメトニミーである。例えば，（1a）の INSTRUMENT FOR ACTIONの例では，本来，洗髪行
為の〈道具〉を表す名詞の  shampoo が，それを用いて行う〈洗髪行為〉を表す動詞として用いら
れており，〈道具〉を表す形式によってそれと関係する〈行為〉を表している。 




例えば， eye が動詞として用いられる  to  eye someone は，perception ICMに基づく INSTRUMENT 
OF PERCEPTION FOR THE PERCEPTIONというメトニミーの例だが，これは（1a）の
INSTRUMENT FOR ACTIONとその例  to  shampoo one’s hair に対応している。つまり，道具であ
る  shampoo によってその行為を表すのと同様，〈見る〉という行為の道具である  eye が，その行為
自体を表すために用いられている。また， She  squinted through the mailbox （〈彼女は郵便ポストを
 一瞥した 〉）は，perception ICMに基づくMANNER OF PERCEPTION FOR THE PERCEPTION
というメトニミーによって生じるものだが，これは（1i）のMANNER OF ACTION FOR THE 
ACTIONによって生じる  She  tiptoed to her bed に対応する。 She  tiptoed to her bed の  tiptoe は，本来〈忍
び足〉という行為の様態を表す語だが，この例では〈忍び足で歩く〉という行為を表す動詞と
して用いられており，これと同様に，perception ICMに基づく  She  squinted through the mailbox の
 squint は，本来〈横目・流し目〉という，知覚の様態を表す語だが，この例では〈一瞥する〉と
いう行為を表す動詞として用いられている。 
 　Kövecses and Radden（1998）は，認識経験に対して知覚は顕著な役割を担うということ
と，非意図的な知覚が生じさせるPERCEPTION FOR THING PERCEIVED（例：〈見られ
るもの〉としての  a gorgeous  sight ）とその逆のメトニミーであるTHING PERCEIVED FOR 
THE PERCEPTION（例：〈ひざに痛みがある〉という意味での  There goes my  knee .）により，
perception ICMをaction ICMとは別に設定している。もちろん，Kövecses and Raddenが主張す
るように，意図的な知覚と非意図的な知覚との間には相違があるだろう。しかし，非意図的な
知覚が産み出すメトニミーのPERCEPTION FOR THING PERCEIVEDの例  a gorgeous  sight にお
いて，〈知覚〉によって〈知覚されるもの〉が表されるのは，action ICMにおけるACTION FOR 
OBJECT INVOLVED IN THE ACTIONの例， Give me one  bite が，〈噛むこと〉によって〈噛まれる
もの〉を表しているのと対応していると考えられ，また同様に，その逆のTHING PERCEIVED 































































 （3）  加齢現象を考えるとき，大きな変化の表れる「 見た目 」を1つの指標とし，研究，検
討することを目的として活動を進めていく。（http://www.anti-aging.gr.jp/mitame/） 
 （4）  目を酷使するようなコトしかしてないにも関わらず， 目がいい というのはちょっと不
安です。（http://desireforwealth.com/diary/diary200108.shtml） 
 （5）  まだ授業のはじまらない前の，何となくざわめき立った教室の中で，私は隣りの意地
悪い生徒にわざとしかめ面なぞをされながら，半ば開いた硝子窓ごしに，廊下に立っ
たままでいる私の母の方へ，ときどき 救いを求めるような 目で見 た。（堀辰夫『幼年
時代』青空文庫） 
 （6）  夫はチョッキへ腕を通しながら，鏡の中のたね子へ 目を移し た。（芥川龍之介『たね
子の憂鬱』青空文庫） 

















































 （8）  また， 耳が早い 方はご存知とは思いますが，CS5.5ではPDF/X-4書き出し時の設定が
変更されています。詳しくは「大日本スクリーン製造　出力の手引きWeb」を御覧く
ださい。（http://support.pubmix.jp/support/archives/974） 
 （9）  家人はたまたま 耳がいい ので，私が気づかない小さな音も聞きつける，耳元でそんな
大きな声で話さないでと言う。（http://tomatis.ear-voice.org/history/yasui/yasui01） 
 （10）  どんなピアノの強打のなかでも，その響きとサウンドしながら，はっきりとしたエッ
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名古屋学院大学論集









































































 （12）  個人事業主さんといっても“山あり谷あり”を歩んできた人は考え方が全然違います
ね。谷を味わった方は，それなりの考え方が身につき，それがいつの間にか自信に
繋がっています。それだけ 事業に対する 目が肥え ，課題も明確になっているんでしょ
うね。（http://kouyan.hamazo.tv/e804908.html） 





 （14） 家族や身近な人の こころの変化 に 目を配ろう 
 （http://www.pref.kagawa.lg.jp/kenkosomu/health/pdf/chapter4b-2.pdf） 
 （15）  たそがれ時のバーで往年の世界チャンピオンが一人で酒を飲んでいる。あのときの
若々しいスピリットも引き締まった肉体も，もはや失われてしまった。そして彼の過
去の栄光を知るものもなかった。世界を制覇した時点で，彼の時は止まった。 時代の














































































 （17）  BMI22がもっとも健康的って世界保健機関が言っているのに 耳を聞く 事は出来ない
のかな（http://blueheeler.exblog.jp/17924756） 
































 （19）  学校に戻って芳枝さんのいるところに向かう。そこで監視のお仕事を手伝って近くの




































 谷口（2005: 217 ― 200）は，嗅覚・聴覚などのように明確な刺激の発散を含むものを図9の（a）
のような「二方向性知覚」とし，明確な刺激を含まない視覚・味覚・触覚などの知覚を図9の（b）
に示されるような「一方向性知覚」としている。ここで，以下の例を見てみよう。 
 （20）  加齢現象を考えるとき，大きな変化の表れる「 見た目 」を1つの指標とし，研究，検
討することを目的として活動を進めていく。（＝（3）） 







































参照点として働くのではない。2.1の先行研究で（1b）に挙げた  to author a book という表現では，〈執
筆する〉ことを表す  author は本来，執筆行為のフレームにおける〈行為者〉を表す語であり，従っ










 1） 本稿では，言語表現の意味や概念を〈 ... 〉で表記する。 










 4） 身体部位詞は，日本語だけでなく，英語（Kövecses and Radden 1998，Kövecses and Szabó 1996，秋元 




 5） 西村（2002: 292）は，メトニミー表現の意味の成立の多くにLangackerの主張する参照点能力が関与してい
ることは認めながら，もう一つの要因として，単一フレーム内の焦点移動という認知能力が関わっていると
論じ，メトニミーを，「ある言語表現の複数の用法が，単一の共有フレームを喚起しつつ，そのフレーム内
の互いに異なる局面ないし段階を焦点化する現象（西村 2002: 299）」であると述べている。 
 6） 「目で見る」は，それだけで用いられることはなく，（5）の点線部の「救いを求めるような」や，他に「冷たい」，
「温かい」など，特定の様態を表す修飾要素を伴って用いられる。 
 7） 「目に入る」の「目」を〈視界〉としない分析については松本（2004）を参照。 
 8） Lakoff and Johnson（1980: 48）は，I see what your’e saying（〈君の言っていることは分かる〉）や I view it 
differently（〈私はそれを違ったふうに解釈している〉）などの例を用いて，UNDERSTANDING IS SEEING
という概念メタファーが存在すること主張している。なお，同様の概念メタファーについて，Sweetser（1990），
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